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１ 健全化判断比率の算定対象 

  健全化判断比率と資金不足比率の対象を示すと次の図のとおりです。 

  実質公債費比率と将来負担比率については，公営事業会計や一部事務組合の公債費のうち，市の  

 一般会計等が負担しなければならない額が比率の対象になります。    

 

 

 

２ 実質赤字比率 

  市の福祉や教育など市の行政の大部分を行う一般会計等の赤字の程度を指標化したのが実質赤字

比率です。 

市の会計年度における歳入から歳出を差引いた額から，事業を翌年度に繰り越した額を控除した

実質収支が赤字の場合に，歳入不足によってその年度に支払うべき債務を翌年度に繰延たりした額

を加えたものを実質赤字といいます。 

実質赤字が，市税や地方交付税など使い道が定められていない歳入（標準財政規模）に占める割

合が実質赤字比率です。 
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  ※ 実質収支が黒字ですので，実質赤字比率を（△）で表示しています。 

 ※ 市の標準財政規模は，市税や地方交付税に臨時財政対策債を加えた65,017,346千円です。 

 

３ 連結実質赤字比率 

  市の会計には，一般会計のほか，料金など特定の歳入により事業を行う特別会計が複数あります。 

  市全体の会計の赤字と黒字を合計したものが，市税や地方交付税など使い道が定められていない

歳入（標準財政規模）に占める割合が連結実質赤字比率です。 

    

 

実 質 収 支 954,232

標準財政規模 65,017,346
　＝　 －％　（△1.46%)実質赤字比率　＝　 　＝　
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 ※全会計の実質赤字の額は，計Ａ+計Ｂです。 

   ※黒字の場合の比率は「－」と表示し，（ ）内にマイナスの比率を表示しています。 

   

４ 実質公債費比率 

  一般会計等が負担する市債の償還金のほかに，特別会計への繰出金や一部事務組合負担金として 

起債の償還に充てたものの合計額（実質公債費）が，市税や地方交付税など使い道が定められてい 

ない歳入（標準財政規模）に占める割合が実質公債費比率です。 

   

   

 

        

 

全会計の実質赤字 16,339,513

標 準 財 政 規 模 65,017,346
連結実質赤字比率 =　 　＝　 　＝　 －％　（△25.13%)
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５ 将来負担比率 

  市債の償還，特別会計や一部事務組合の地方債償還や債務負担に基づく支出など，一般会計等が

将来支払う必要がある債務残高が市税や地方交付税など使い道が定められていない歳入（標準財政

規模）に占める割合が将来負担比率です。 
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６ 資金不足比率 

公営企業における経営状況について，公営企業の料金収入等に対する資金不足の規模で表したも 

のが資金不足比率で，会計ごとに算定することになっています。 

ただし，公営企業の赤字を計算する場合には，将来の料金収入等で解消することが予定されてい 

る資金不足については，計算上差引くこととしています。 

 

資金不足額・剰余額及び資金不足の場合の資金不足比率 

 

＜資金不足額＞ 

 【法適用企業】 

 （流動負債＋建設改良費以外に充てるための地方債現在高－流動資産）－解消可能資金不足額※ 

 【法非適用企業】 

  実質収支額－解消可能資金不足額※ 

※解消可能資金不足額とは，事業の性質上，事業開始後一定期間に構造的に資金の不足額が

生じる事情のある場合において，資金の不足額から控除する一定の額。   

‘ 
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※宅地造成事業を行う公営企業については，法非適用企業にあっては，販売用土地の売却によ

る収入の見込額を算入する等の土地の評価に係る算定上の特例あり。 

  

＜事業規模＞ 

営業収益の額（営業収益に相当する額）から受託工事収益（受託工事収益に相当する額）を

差し引いた額。 

※宅地造成事業を行う公営企業については，「事業経営のための財源規模（調達した資金規

模）」を示す資本と負債の合計額。 

 


